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3.【情報提供3】 特定外来生物（ナガエツルノゲイトウ）駆除の試験施工
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令和4年3月10日 第33回 霞ヶ浦⽥村・沖宿・⼾崎地区⾃然再⽣協議会



【情報提供 １ 】 清明川植生浄化施設での維持管理活動

■水質浄化施設でのNPO水辺基盤協会の活動（水の流れによる生物多様性向上の効果）
○活動内容：草刈り＆水路内の生き物観察（月2回）,ヨシ焼き,簡易魚道&釣り教室等（今後）

水路での生き物観察 水路内で水草が拡大中

『小さな自然再生』
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水路での試し釣り

吉田代表自作の看板

釣果

R4.1.30：１回目ヨシ焼き
（炎上せず）

R4.3.5：２回目ヨシ焼き
（炎上せず）
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【情報提供 2 】 妙岐ノ鼻湿原自然再生協議会（仮称）

霞ヶ浦最大の湿原「妙岐ノ鼻」

伝統文化保全の観点からの重要性 カモノハシによる種の多様性
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植生の変化（カモノハシーヨシ群落が減少傾向）

自然再生協議会の設置に向けて
【状況】

・令和3年度末の自然再生協議会設立に向けて、R3.10に準備会設置。
［事務局］茨城県生物多様性センター
［参加団体］⻄廣先生、県自然博物館、県環境科学センター、稲敷市、

日本茅葺き文化協会、日本野鳥の会、霞河川、水機構
【主な目的等】

・霞ヶ浦最大のヨシ原「妙岐ノ鼻」(52ha)の保全
・生物多様性、国内唯一の貴重種「カドハリイ」の保全
・茅(シマガヤ)の保全（文化的価値）

【活動内容】
・ヨシ焼きや茅刈りの継続実施、各種モニタリング調査、広報等

令和4年3月23日(水) 

第1回協議会を開催予定
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【情報提供 ３ 】 特定外来生物（ナガエツルノゲイトウ）駆除の試験施工

●H20年度調査時から確認、当時は北利根川の1地点。
●H26年度以降、西浦でも確認され、H28年度には常陸川、外浪逆浦、鰐川
でも広く確認。

●R3年度は常陸川では減少したが、西浦、横利根川、北浦において拡大。

H20

※H26年度の結果は、西浦の確認状況のみ
（東邦大学西廣研究室(当時)提供）
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■ナガエツルノゲイトウによる被害等

植生帯の周囲まで入り込み、繁殖 川面で大量に繁茂

１．霞ヶ浦（西浦）妙岐ノ鼻地区周辺

２．新利根川

樋管前を塞ぎ、用排水に支障

農地へ侵入し、耕作障害の恐れ

https://sintonegawa.or.jp/BDS_prefibaraki_n.pdf
川面で大量に繁茂 ６

https://sintonegawa.or.jp/BDS_prefibaraki_n.pdf


■新利根川での駆除試験計画
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【情報提供 ４ 】 水産多面的機能発揮対策事業を活用した生態系保全活動
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今後の霞ヶ浦の水環境保全・再生に向けた取り組み(案)
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